
パイル製品規格表

○本規格表は、パイル製品の規格形状、標準性能を紹介したものです。
○本規格表の中のパイル製品での構造物の基礎を設計される場合は、本規格表を参考にするとともに、建築分野では建築基準法や　
　関係法規等、土木分野では道路橋示方書や各発注機関の基準等を尊守して、適切な設計をしていただくようお願いします。
○本規格表のパイル製品について問題が発生した場合は、以下の免責事項を踏まえた上で対応させていただきますので、ご了承下さい。
　・本規格表内容に反した設計、施工により問題が発生した場合。
　・設計の想定を超える不可抗力、例えば地震等の天災による地盤沈下や側方移動、爆発などにより問題が発生した場合。
　・構造物の変形、老朽化など、製品以外の原因により問題が発生した場合。
　・引渡し後の構造物の仕様変更により問題が発生した場合。
　・使用者の故意、または過失により問題が発生した場合。
　・瑕疵を発見後、すみやかな届出等が行われず、これにより問題が発生した場合。
○本規格表の内容は予告なく変更することがありますので、ご了承下さい。
○本規格表の詳しい内容については、本社及び各支店にお問い合わせ下さい。

注意とお願い

17.03. 2,000 K

・はパイル製造工場　※は製造委託工場
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建設業許可番号／国土交通大臣（特－28）第213号土、建、と・土、ほ

本　　　　　社 〒 998-8611 山形県酒田市上本町 6-7 Tel 0234-23-5111 Fax 0234-24-7002
東京開発営業部 〒 135-0042 東京都江東区木場 5-11-17（商工中金深川ビル 6F） Tel 03-5621-6473 Fax 03-5621-6455
仙台開発営業部 〒 980-0011 宮城県仙台市青葉区上杉 3-9-4（マエタビル 2F） Tel 022-263-2620 Fax 022-214-8071
北 海 道 支 店 〒 002-8026 北海道札幌市北区篠路6条8丁目 5-1-603 Tel 011-775-3677 Fax 011-775-3677

（ 安 平 駐 在 ） 〒 059-1986 北海道勇払郡安平町追分弥生 286-1 Tel 0145-25-4311 Fax 0145-25-4322
青 森 支 店 〒 030-0121 青森県青森市妙見 3-3-30 Tel 017-738-1577 Fax 017-738-1624

（ 八 戸 駐 在 ） 〒 039-1103 青森県八戸市長苗代 2-20-1（オフィス長苗代 2-C号室） Tel 0178-20-2115 Fax 0178-28-7434
岩 手 支 店 〒 023-0003 岩手県奥州市水沢区佐倉河字中の町 13 Tel 0197-25-6211 Fax 0197-24-7532

（ 盛 岡 駐 在 ） 〒 020-0505 岩手県岩手郡雫石町中黒沢川 181-20 Tel 019-692-2911 Fax 019-692-2912
仙 台 支 店 〒 980-0014 宮城県仙台市青葉区本町 1-13-22（仙台松村ビル 8F） Tel 022-263-2626 Fax 022-263-2630

（ 大 崎 駐 在 ） 〒 989-4411 宮城県大崎市田尻八幡字袋沢 35-5 Tel 022-939-0485 Fax 022-939-2503
秋 田 支 店 〒 010-0934 秋田県秋田市川元むつみ町 6-18 Tel 018-865-3191 Fax 018-862-6862

（ 横 手 駐 在 ） 〒 013-0060 秋田県横手市条里 3-8-15 Tel 0182-32-9833 Fax 0182-33-4117
山 形 支 店 〒 994-0075 山形県天童市大字蔵増字長沼 3174 Tel 023-656-8860 Fax 023-651-6011

（山形事務所） 〒 990-2447 山形県山形市元木 3-10-10 Tel 023-615-7580 Fax 023-633-3770
酒 田 支 店 〒 999-7781 山形県東田川郡庄内町余目字沢田 15 Tel 0234-45-0450 Fax 0234-45-0451
福 島 支 店 〒 963-0531 福島県郡山市日和田町高倉字杉下 26-2 Tel 024-958-3236 Fax 024-958-3207
茨 城 支 店 〒 310-0853 茨城県水戸市平須町 1828-223 Tel 029-305-3371 Fax 029-350-2163
栃 木 支 店 〒 329-1323  栃木県さくら市卯の里 2-19 Tel 028-681-5221 Fax 028-681-2557

（ 群 馬 駐 在 ） 〒 370-0864 群馬県高崎市石原町 3996（エルディム本郷Ⅱ 102号） Tel 027-310-7177 Fax 027-310-7178
千 葉 支 店 〒 260-0007 千葉県千葉市中央区祐光 4-7-10 Tel 043-221-2051 Fax 043-221-2052
東 京 支 店 〒 135-0042 東京都江東区木場 5-11-17（商工中金深川ビル 6F） Tel 03-5621-6471 Fax 03-5621-6455
新 潟 支 店 〒 950-0948 新潟県新潟市中央区女池南 2-10-16 Tel 025-283-7555 Fax 025-283-7551
青 森 工 場 〒 036-0146 青森県平川市大坊竹原 62-3 Tel 0172-44-6659 Fax 0172-44-6673
十 和 田 工 場 〒 034-0102 青森県十和田市大字大沢田字北野 166-2 Tel 0176-27-2101 Fax 0176-27-2103
水 沢 工 場 〒 023-0003 岩手県奥州市水沢区佐倉河字中の町 13 Tel 0197-25-6212 Fax 0197-25-6244
水 沢 第 二 工 場 〒 023-0002 岩手県奥州市水沢区水沢工業団地 3-102 Tel 0197-24-6561 Fax 0197-22-3679
雫 石 工 場 〒 020-0505 岩手県岩手郡雫石町中黒沢川 181-20 Tel 019-691-1600 Fax 019-692-2912
宮 城 工 場 〒 989-4411 宮城県大崎市田尻八幡字袋沢 35-5 Tel 0229-39-1321 Fax 0229-39-2503
山 元 工 場 〒 989-2112 宮城県亘理郡山元町真庭字新山神 70 Tel 0223-38-1171 Fax 0223-38-1567
秋 田 工 場 〒 018-2401 秋田県山本郡三種町鵜川字八幡台 124 Tel 0185-85-2300 Fax 0185-85-2304
角 館 工 場 〒 014-0343 秋田県仙北市角館町下延東川原 1-6 Tel 0187-54-2166 Fax 0187-54-4294
本 社 工 場 〒 999-7781 山形県東田川郡庄内町余目字沢田 15 Tel 0234-43-4545 Fax 0234-42-1434
天 童 工 場 〒 994-0075 山形県天童市大字蔵増字長沼 3174 Tel 023-654-5012 Fax 023-654-5014
東 根 工 場 〒 999-3716 山形県東根市大字蟹沢字下縄目 1938-2 Tel 0237-42-0457 Fax 0237-43-2347
米 沢 工 場 〒 992-0003 山形県米沢市窪田町窪田 1285-1 Tel 0238-37-2161 Fax 0238-37-2164
郡 山 工 場 〒 969-1105 福島県本宮市関下字向川原 1-1 Tel 0243-36-4491 Fax 024-958-3207
宇 都 宮 工 場 〒 321-0406 栃木県宇都宮市金田町 466 Tel 028-674-2211 Fax 028-674-2214
栃 木 工 場 〒 329-1323 栃木県さくら市卯の里 2-19 Tel 028-682-3321 Fax 028-682-5450
追 分 工 場 〒 059-1986 北海道勇払郡安平町追分弥生 286-1　　　　　（共和コンクリート工業㈱）
川 島 工 場 〒 308-0856 茨城県筑西市伊佐山 218-3　　　　　　　　　（NC東日本コンクリート工業㈱）
古 河 工 場 〒 306-0206 茨城県古河市丘里 13-4　　　　　　　　　　（NC関東パイル製造㈱）
茨 城 工 場 〒 306-0213 茨城県古河市北利根 1　　　　　　　　　　　（ジャパンパイル㈱）
熊 谷 工 場 〒 360-0161 埼玉県熊谷市万吉 3300　　　　　　　　　　（日本ヒューム㈱）
東 京 工 場 〒 190-1204 東京都西多摩郡瑞穂町富士山栗原新田 161-1（㈱トーヨーアサノ）
阿 賀 野 工 場 〒 959-2221 新潟県阿賀野市保田 1280番地7　　　　 　　（山崎パイル㈱）
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※平成29年3月現在の一覧表です。最新の認証書、評定書は
　弊社HP（http://www.maeta.co.jp/）よりダウンロードできます。

ＴＣ：ＪＩＳ認証機関である一般財団法人建材試験センターの略号
ＦＤ：一般財団法人日本建築センター基礎評定委員会の評定記号
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MAS パイル

105MAS パイル

105MAS パイル WⅠ

105MAS パイル WⅡ

105MAS パイル WⅢ

123MAS パイル

123MAS パイル WⅠ

123MAS パイル WⅡ

123MAS パイル WⅢ

SC・MAS パイル

105SC・MAS パイル

105SC・MAS パイル WⅠ

105SC・MAS パイル WⅡ

CPRC・MAS パイル

105CPRC・MAS パイル

105PRC・MAS パイル WⅠ

ST・MAS パイル

105ST・MAS パイル

105ST・MAS パイル WⅠ

105ST・MAS パイル WⅡ

105ST・MAS パイル WⅢ

123ST・MAS パイル

123ST・MAS パイル WⅠ

123ST・MAS パイル WⅡ

123ST・MAS パイル WⅢ

105ST・PRC・MAS パイル

105ST・PRC・MAS パイル WⅠ

MF パイル

105MF パイル

105MF パイル WⅠ

105MF パイル WⅡ

105MF パイル WⅢ

123MF パイル

123MF パイル WⅠ 

123MF パイル WⅡ 

123MF パイル WⅢ

MFパイル、105MFパイル、105MFパイル  拡頭タイプ

PRC・MF パイル

PRC・MF パイル WⅠ

105PRC・MFパイル

105PRC・MFパイル WⅠ

PRC・MF パイル、105PRC・MF  拡頭タイプ

注：本規格表の断面諸数値は、建築用基礎設計を対象としています。

No. 製　品　名 ページ
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123MAS パイル

123MAS パイル WⅠ

123MAS パイル WⅡ

123MAS パイル WⅢ

SC・MAS パイル

105SC・MAS パイル

105SC・MAS パイル WⅠ

105SC・MAS パイル WⅡ

CPRC・MAS パイル

105CPRC・MAS パイル

105PRC・MAS パイル WⅠ

ST・MAS パイル

105ST・MAS パイル

105ST・MAS パイル WⅠ

105ST・MAS パイル WⅡ

105ST・MAS パイル WⅢ

123ST・MAS パイル

123ST・MAS パイル WⅠ

123ST・MAS パイル WⅡ

123ST・MAS パイル WⅢ

105ST・PRC・MAS パイル

105ST・PRC・MAS パイル WⅠ

MF パイル

105MF パイル

105MF パイル WⅠ

105MF パイル WⅡ

105MF パイル WⅢ

123MF パイル

123MF パイル WⅠ 

123MF パイル WⅡ 

123MF パイル WⅢ

MFパイル、105MFパイル、105MFパイル  拡頭タイプ

PRC・MF パイル

PRC・MF パイル WⅠ

105PRC・MFパイル

105PRC・MFパイル WⅠ

PRC・MF パイル、105PRC・MF  拡頭タイプ

注：本規格表の断面諸数値は、建築用基礎設計を対象としています。
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－１－ －２－

M A S パイル １０５M A S パイル

泫先端部に溝が付いている場合
　ＳＡＴくい：下くい（単くいを含む）に適用。
　　　　　　　New-STJ工法、New-STJ-Ⅱ工法に適用。

備考）複数の仕様があるため、代表的な値を記載しております。

泫先端部に溝が付いている場合
　ＳＡＴくい：下くい（単くいを含む）に適用。
　　　　　　　New-STJ工法、New-STJ-Ⅱ工法に適用。

備考）複数の仕様があるため、代表的な値を記載しております。

　『１０５ＭＡＳパイル』は、コンクリートの設計基準強度１０５N/㎟のＰＨＣくいであり、（一財）日本建
築センター基礎評定委員会の評定を取得した製品です。

　『ＭＡＳパイル』は、コンクリートの設計基準強度８５N/㎟のＰＨＣくいで、ＪＩＳマーク表示認証製品です。



－１－ －２－

M A S パイル １０５M A S パイル

泫先端部に溝が付いている場合
　ＳＡＴくい：下くい（単くいを含む）に適用。
　　　　　　　New-STJ工法、New-STJ-Ⅱ工法に適用。

備考）複数の仕様があるため、代表的な値を記載しております。

泫先端部に溝が付いている場合
　ＳＡＴくい：下くい（単くいを含む）に適用。
　　　　　　　New-STJ工法、New-STJ-Ⅱ工法に適用。

備考）複数の仕様があるため、代表的な値を記載しております。

　『１０５ＭＡＳパイル』は、コンクリートの設計基準強度１０５N/㎟のＰＨＣくいであり、（一財）日本建
築センター基礎評定委員会の評定を取得した製品です。

　『ＭＡＳパイル』は、コンクリートの設計基準強度８５N/㎟のＰＨＣくいで、ＪＩＳマーク表示認証製品です。



－３－ －４－

１０５M A S パイル WⅠ（特厚） １０５M A S パイル WⅡ（特厚）

泫先端部に溝が付いている場合
　ＳＡＴくい：下くい（単くいを含む）に適用。
　　　　　　　New-STJ工法、New-STJ-Ⅱ工法に適用。

備考）複数の仕様があるため、代表的な値を記載しております。

泫先端部に溝が付いている場合
　ＳＡＴくい：下くい（単くいを含む）に適用。
　　　　　　　New-STJ工法、New-STJ-Ⅱ工法に適用。

備考）複数の仕様があるため、代表的な値を記載しております。

　『１０５ＭＡＳパイルＷⅡ』は、コンクリートの設計基準強度１０５N/㎟の特厚タイプのＰＨＣくいであり、
（一財）日本建築センター基礎評定委員会の評定を取得した製品です。

　『１０５ＭＡＳパイルＷⅠ』は、コンクリートの設計基準強度１０５N/㎟の特厚タイプのＰＨＣくいであり、
（一財）日本建築センター基礎評定委員会の評定を取得した製品です。



－３－ －４－

１０５M A S パイル WⅠ（特厚） １０５M A S パイル WⅡ（特厚）

泫先端部に溝が付いている場合
　ＳＡＴくい：下くい（単くいを含む）に適用。
　　　　　　　New-STJ工法、New-STJ-Ⅱ工法に適用。

備考）複数の仕様があるため、代表的な値を記載しております。

泫先端部に溝が付いている場合
　ＳＡＴくい：下くい（単くいを含む）に適用。
　　　　　　　New-STJ工法、New-STJ-Ⅱ工法に適用。

備考）複数の仕様があるため、代表的な値を記載しております。

　『１０５ＭＡＳパイルＷⅡ』は、コンクリートの設計基準強度１０５N/㎟の特厚タイプのＰＨＣくいであり、
（一財）日本建築センター基礎評定委員会の評定を取得した製品です。

　『１０５ＭＡＳパイルＷⅠ』は、コンクリートの設計基準強度１０５N/㎟の特厚タイプのＰＨＣくいであり、
（一財）日本建築センター基礎評定委員会の評定を取得した製品です。



－５－ －６－

泫先端部に溝が付いている場合
　ＳＡＴくい：下くい（単くいを含む）に適用。
　　　　　　　New-STJ工法、New-STJ-Ⅱ工法に適用。

泫先端部に溝が付いている場合
　ＳＡＴくい：下くい（単くいを含む）に適用。
　　　　　　　New-STJ工法、New-STJ-Ⅱ工法に適用。

備考）複数の仕様があるため、代表的な値を記載しております。

１０５M A S パイル WⅢ（特厚） １２３M A S パイル

　『１２３ＭＡＳパイル』は、コンクリートの設計基準強度１２３N/㎟のＰＨＣくいであり、（一財）日本建
築センター基礎評定委員会の評定を取得した製品です。

　『１０５ＭＡＳパイルＷⅢ』は、コンクリートの設計基準強度１０５N/㎟の特厚タイプのＰＨＣくいであり、
（一財）日本建築センター基礎評定委員会の評定を取得した製品です。



－５－ －６－

泫先端部に溝が付いている場合
　ＳＡＴくい：下くい（単くいを含む）に適用。
　　　　　　　New-STJ工法、New-STJ-Ⅱ工法に適用。

泫先端部に溝が付いている場合
　ＳＡＴくい：下くい（単くいを含む）に適用。
　　　　　　　New-STJ工法、New-STJ-Ⅱ工法に適用。

備考）複数の仕様があるため、代表的な値を記載しております。

１０５M A S パイル WⅢ（特厚） １２３M A S パイル

　『１２３ＭＡＳパイル』は、コンクリートの設計基準強度１２３N/㎟のＰＨＣくいであり、（一財）日本建
築センター基礎評定委員会の評定を取得した製品です。

　『１０５ＭＡＳパイルＷⅢ』は、コンクリートの設計基準強度１０５N/㎟の特厚タイプのＰＨＣくいであり、
（一財）日本建築センター基礎評定委員会の評定を取得した製品です。



－７－ －８－

泫先端部に溝が付いている場合
　ＳＡＴくい：下くい（単くいを含む）に適用。
　　　　　　　New-STJ工法、New-STJ-Ⅱ工法に適用。

備考）複数の仕様があるため、代表的な値を記載しております。

泫先端部に溝が付いている場合
　ＳＡＴくい：下くい（単くいを含む）に適用。
　　　　　　　New-STJ工法、New-STJ-Ⅱ工法に適用。

備考）複数の仕様があるため、代表的な値を記載しております。

１２３M A S パイル WⅠ（特厚） １２３M A S パイル WⅡ（特厚）

　『１２３ＭＡＳパイルＷⅡ』は、コンクリートの設計基準強度１２３N/㎟の特厚タイプのＰＨＣくいであり、
（一財）日本建築センター基礎評定委員会の評定を取得した製品です。

　『１２３ＭＡＳパイルＷⅠ』は、コンクリートの設計基準強度１２３N/㎟の特厚タイプのＰＨＣくいであり、
（一財）日本建築センター基礎評定委員会の評定を取得した製品です。



－７－ －８－

泫先端部に溝が付いている場合
　ＳＡＴくい：下くい（単くいを含む）に適用。
　　　　　　　New-STJ工法、New-STJ-Ⅱ工法に適用。

備考）複数の仕様があるため、代表的な値を記載しております。

泫先端部に溝が付いている場合
　ＳＡＴくい：下くい（単くいを含む）に適用。
　　　　　　　New-STJ工法、New-STJ-Ⅱ工法に適用。

備考）複数の仕様があるため、代表的な値を記載しております。

１２３M A S パイル WⅠ（特厚） １２３M A S パイル WⅡ（特厚）

　『１２３ＭＡＳパイルＷⅡ』は、コンクリートの設計基準強度１２３N/㎟の特厚タイプのＰＨＣくいであり、
（一財）日本建築センター基礎評定委員会の評定を取得した製品です。

　『１２３ＭＡＳパイルＷⅠ』は、コンクリートの設計基準強度１２３N/㎟の特厚タイプのＰＨＣくいであり、
（一財）日本建築センター基礎評定委員会の評定を取得した製品です。



－９－ －１０－ SC･MASパイル＿１/３

泫先端部に溝が付いている場合
　ＳＡＴくい：下くい（単くいを含む）に適用。
　　　　　　　New-STJ工法、New-STJ-Ⅱ工法に適用。

１２３M A S パイル WⅢ（特厚） ＳＣ・M A S パイル

　『ＳＣ・ＭＡＳパイル』は、コンクリートの設計基準強度８５N/㎟の外殻鋼管付きコンクリートくいであり
ＪＩＳマーク表示認証Ⅱ類および（一財）日本建築センター基礎評定委員会の評定を取得した製品です。

　『１２３ＭＡＳパイルＷⅢ』は、コンクリートの設計基準強度１２３N/㎟の特厚タイプのＰＨＣくいであり、
（一財）日本建築センター基礎評定委員会の評定を取得した製品です。

○印以外のサイズと長さ１３m以上につきましては、弊社営業担当にご相談ください。


